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対象となる地域の範囲及び 

漁業の種類 

【対象地域】 桑名市３地区及び木曽岬町１地区（伊曽島漁業協同組

合の地区） 

【漁業の種類】藻類（黒ノリ）養殖 22経営体 

（令和 5年 4月 1日時点・漁協調べ） 

２ 地域の現状 

（１）関連する水産業を取り巻く現状等 

（地域の概要） 

伊曽島漁業協同組合（以下「伊曽島漁協」という。）は、三重県北部の桑名市及び木曽岬町にあり、

木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）河口域を主な漁場とし、正組合員 64名が、黒ノリ養殖を中心

にシジミを漁獲する小型底曳網、シラウオを漁獲する船曳網、ボラ・スズキを漁獲する刺し網等を

営んでいる。 

（黒ノリ養殖） 

この地域は県内有数の黒ノリの産地であり、栄養豊富な河口域で支柱式にて行われている。生産

された黒ノリは口溶けが良く、風味に優れ、単価も高いのが特徴である。伊曽島漁協の令和３年度

の黒ノリ養殖産出額は 2.4億円（17百万枚）と、伊曽島漁協における漁業産出額の 90％を占めて

いる。令和４年度の黒ノリ（スサビノリ）養殖業者は 22経営体あり、そのうち 6経営体が、かつ

ての主要品種であるアサクサノリの養殖に取り組んでいる。また、伊曽島漁協は漁協として県内で

唯一の種苗生産施設を整備しており、三重県黒ノリ養殖研究会（以下「ノリ研」という。）会員と

して研究活動に参加しているほか、近隣地区の１漁協と桑名地区黒ノリ養殖研究会を組織化し、勉

強会の開催や陸上採苗、ノリ芽診断などを共同で実施するなど、黒ノリ養殖に地区を挙げて取り組

んでいる。 

（近年の黒ノリ養殖の状況） 

・ 平成 30 年度漁期には黒潮大蛇行の影響を受けて大不作となるなど、海況の変化の影響を大き

く受けている。

・ 生長途中の葉体が流出する被害の頻発、秋季の高水温傾向による生産の遅れ等により、平成

23 年以降、秋芽網による年内生産がほとんどできず、黒ノリの収穫量は減少傾向にある。ま

た、１経営体あたり養殖柵数及び１柵あたりの生産量が近隣漁協と比べて少ないうえ、経営

体の減少を受けて地区生産量は減少し、空き漁場は増加傾向にある。



・ 10年前に比べて経営体数は 60％、黒ノリ収穫量は 54％まで減少しており、過去５年で近隣地

区の２漁協が解散するなど、生産者の高齢化や後継者不足は桑名地区全体で深刻になってい

る。

（２）その他の関連する現状等 

伊曽島地域は愛知県との県境に近く、高速道路へのアクセスもよく、名古屋等の大都市圏が近い

こと、集客力が高い大型レジャー施設が近隣に存在し、地域の活性化には、こうした地域資源を活

かした水産物の販売、流通の取組が必要であると認識されつつある。 

３ 活性化の取組方針 

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等 





（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針 

本プランでは、伊曽島地域の総所得の向上を図るため、黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

① 気候変動に対応した品種の需要が高まっていることから、種苗生産施設におけるカキ殻糸状

体の維持管理、種苗の供給、共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫の実施による優良な種苗生

産については、新品種も含めて取り組む。また、引き続き研究所等と連携し、気候変動に対

応した品種の導入・普及に取り組む。

② 気候変動により養殖技術や海況情報の蓄積の重要性が高まっていることから、育苗期のノリ

芽検診、漁場の栄養塩調査については、引き続き、研究所等の指導を受けながらノリ研等と

連携して生産者が共同で実施する。また、海況情報のＬＩＮＥ配信や漁場に設置したＩＣＴ

機器が収集した海況情報をＷＥＢサイトでリアルタイムに閲覧できるシステム等のデジタル

技術を活用した海況把握システムの構築に、ノリ研や研究所と連携して取り組むとともに、

活用を推進する。

③ 食害対策の効果が確認されたことから、地区全体への普及を推進し、秋芽網生産の増産に取

り組むとともに、より効果的な食害対策の実施に向けて防除網等の改良等にも取り組む。ま

た、食害対策が「みえの技＋（わざぷらす）海苔」の認定基準である「年内摘採・初摘み・

優れた歯切れ及び風味」を満たす黒ノリの増産につながることから、認定件数及び単価の向

上を図る。

④ 上記の取組によって増産された高品質な黒ノリを地区内外にＰＲすることで、当地区の知名

度・黒ノリ全体の評価の向上を図る。

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

① 気候変動によりこれまで以上に生産が不安定となっているほか、スサビノリの混入等の問題

もあることから、ノリ研や研究所と連携し、安定して生産できる養殖技術の確立に向けて知

見を蓄積する。

② ＤＮＡ分析等の優れた品質管理体制を維持しＰＲに活用することで単価を向上し、取組漁業

者の増加を図るとともに、当地区の知名度・黒ノリ全体の評価の向上を図る。

３．地区生産量の向上、コスト削減の取組 

① 協業化や共同加工の取組については、分業や効率化による生産者あたりの柵数の増加、空き

漁場の利用拡大、コスト削減等の効果が期待できることから、既設の黒バラノリ共同加工施

設の運営を通じて知見を収集するとともに、当地区での協業化・共同加工の拡大に向けて検

討する。

② 生産者の減少により空き漁場が拡大している他、種苗生産施設及び冷凍庫にも余力が生じて



いることから、他地区の生産者による利用の促進や担い手の確保育成に取り組むことで、当

地区の漁場・施設の有効活用と地区の生産量の増大を図るとともに、共同利用施設等の維持

管理に係る当地区生産者の負担軽減につなげる。 

③ 共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾燥機や漁船等については、更新時に省エ

ネ機器の導入を図ることでコスト削減を図る。

④ 燃油高騰によるコスト上昇の対策として、漁業経営セーフティーネット構築事業への加入を

推進する。

⑤ 燃油コスト削減に向けて、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等を推進する。

４．漁業収入安定化の取組 

① 黒ノリの多様な販売形態を確保することは需要の変化への対応につながることから、引き続

き、黒バラノリの生産に取り組む。

② 漁業収入の安定化に向けて、青ノリ養殖やワカメ養殖の黒ノリ養殖との兼業を検討する。

③ 不作による漁業収入の減少に備えて、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）の加

入を推進する。

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置 

・三重県漁業調整規則等の漁業関係法令

・持続的養殖生産確保法に基づく漁場改善計画（適正養殖可能数量、ノリ網等の適正管理など）

・ 三重県黒のり養殖指針（生産計画の策定、病害対策など）

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載） 

１年目（令和５年度） 所得向上（基準年比）2.9％ 

漁業収入向上の

ための取組 

黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

① 漁協は、種苗生産施設での種苗の維持管理及び供給を行うとともに、組合

員と協力して共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫を実施する。また、新品

種の供給を通じて組合員による新品種の導入を推進するとともに、課題

の収集を行う。

② 漁協及び組合員は、ノリ研と連携し、研究所等の指導を受けながら、ノリ

芽検診、栄養塩調査を実施する。また、漁協は、デジタル技術を活用した

海況把握システムの活用を組合員に促すとともに、課題の収集を行う。

③ 漁協は、食害対策を組合員に促すとともに、課題や他地区の先進事例等の

収集を行う。また、組合員は、食害対策による増産分を年内に摘採し、「み

えの技＋（わざぷらす）海苔」の審査に仕向ける。

④ 漁協は、小学校からの社会見学の受入や学校給食への黒ノリ提供等を通

じた、地域の漁業や黒ノリの PRに取り組む。

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

① 漁協及び組合員は、ノリ研や研究所と連携し、これまでに得た生産技術の

知見及び課題を整理する。

② 漁協は、ノリ研等と連携して品質管理体制を維持するとともに、ＰＲへの

活用方法を検討する。



３．地区生産量の向上の取組 

① 漁協及び組合員は、既設の黒バラノリ共同加工施設の運営による効果、課

題及びその対策を整理するとともに、稼働率向上に向けて生ノリの冷凍

保管試験等を行う。また、組合員が所有する乾燥機等の設備の耐用年数を

把握し、大型機の導入や協業化、共同加工の導入を検討する。

② 漁協は、協業化や共同加工の導入の検討結果も踏まえて、新規就業者の受

け入れや他地区の生産者による空き漁場の利用の検討を行う。

４．漁業収入安定化の取組 

① 漁協及び組合員は、引き続き、黒バラノリの共同加工に取り組む。

② 組合員は、漁協と連携して青ノリやワカメの安定生産に向けた対策を検

討する。

漁業コスト削減

のための取組 

① 漁協及び組合員は、共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾

燥機や漁船等については、更新時に省エネ機器の導入を図る。

② 組合員は、漁業経営セーフティーネット構築事業に加入する。

③ 組合員は、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等の実施を徹底する。

④ 組合員は、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）に加入する。 

活用する支援措

置等 

・漁業者保証円滑化対策事業 ・浜の活力再生・成長促進交付金

・経営体育成総合支援事業 ・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業収入安定対策事業 ・水産業競争力強化緊急事業

２年目（令和６年度） 所得向上（基準年比）5.7％ 

漁業収入向上の

ための取組 

黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

① 漁協は、種苗生産施設での種苗の維持管理及び供給を行うとともに、組

合員と協力して共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫を実施する。また、

組合員と協力して、収集した新品種の課題を踏まえて研究所が実施する

品種改良等の試験研究に協力する。

② 漁協及び組合員は、ノリ研と連携し、研究所等の指導を受けながら、ノ

リ芽検診、栄養塩調査を実施する。また、収集した海況把握システムの

課題を踏まえて研究所が実施する改良試験等に協力する。 

③ 漁協及び組合員は、収集した食害対策の課題や他地区の先進事例を踏ま

えて、研究所等と連携して漁場に合わせた食害対策を検討する。また、

組合員は、引き続き増産分を「みえの技＋（わざぷらす）海苔」の審査

に仕向ける。

④ 漁協は、小学校からの社会見学の受入や学校給食への黒ノリ提供等を通

じた、地域の漁業や黒ノリの PRに取り組む。

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

① 漁協及び組合員は、これまでに得た生産技術の知見を共有し、養殖管理

の改善を図ることで、柵数の増加に取り組む。

② 漁協は、ノリ研等と連携して品質管理体制を維持するとともに、問屋や

一般消費者に向けたＰＲを実施する。



 

３．地区生産量の向上の取組 

 ① 漁協及び組合員は、既設の黒バラノリ共同加工施設の課題、対策、生ノ

リの冷凍保管試験の結果等を踏まえて、増産に向けた運営体制の見直し

を行う。また、大型機の導入や協業化、共同加工の導入により柵数増加

を図る。 

 ② 漁協は、協業化や共同加工による柵数増加と並行して、新規就業者の受

け入れや他地区の生産者による空き漁場の利用を図る。 

 

４．漁業収入安定化の取組 

 ① 漁協及び組合員は、引き続き黒バラノリの共同加工に取り組む。 

② 組合員は、漁協と連携して青ノリやワカメの安定生産に向けた養殖管理

の改善を図ることで生産量の増加を図る。 

 

漁業コスト削減

のための取組 

 ① 漁協及び組合員は、共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾

燥機や漁船等については、更新時に省エネ機器の導入を図る。 

 ② 組合員は、漁業経営セーフティーネット構築事業に加入する。 

 ③ 組合員は、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等の実施を徹底する。 

 ④ 組合員は、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）に加入する。 

 

活用する支援措

置等 

・漁業者保証円滑化対策事業  ・浜の活力再生・成長促進交付金 

・経営体育成総合支援事業   ・漁業経営セーフティーネット構築事業 

・漁業収入安定対策事業    ・水産業競争力強化緊急事業 

 

３年目（令和７年度） 所得向上（基準年比）8.6％ 

漁業収入向上の

ための取組 

黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

 ① 漁協は、種苗生産施設での種苗の維持管理及び供給を行うとともに、組

合員と協力して共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫を実施する。また、

試験研究の結果を踏まえて新品種の導入を進めるとともに、海況に適し

た品種の選定及び複数品種の最適な配合等を検討する。 

 ② 漁協及び組合員は、ノリ研と連携し、研究所等の指導を受けながら、ノ

リ芽検診、栄養塩調査を実施する。また、海況把握システムの改良試験

等の結果を踏まえて、地区での運用体制について検討する。 

 ③ 漁協及び組合員は、研究所と連携して漁場に合わせた食害対策を行う。

また、組合員は、引き続き増産分を「みえの技＋（わざぷらす）海苔」の

審査に仕向ける。 

 ④ 漁協は、小学校からの社会見学の受入や学校給食への黒ノリ提供等を通

じた、地域の漁業や黒ノリの PRに取り組む。 

 

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

 ① 漁協及び組合員は、引き続き養殖管理の改善を図ることで柵数の増加に

取り組む。 

 ② 漁協は、ノリ研等と連携して品質管理体制を維持するとともに、問屋や

一般消費者に向けたＰＲを実施する。 



 

３．地区生産量の向上の取組 

 ① 漁協及び組合員は、これまでの知見に基づいて黒バラノリ共同加工施設

を効率的に運用する。また、組合員は、引き続き大型機の導入や協業化、

共同加工の導入により柵数増加を図る。 

 ② 漁協は、協業化や共同加工による柵数増加と並行して、引き続き新規就

業者の受け入れや他地区の生産者による空き漁場の利用を図る。 

 

４．漁業収入安定化の取組 

 ① 漁協及び組合員は、引き続き黒バラノリの共同加工に取り組む。 

② 組合員は、漁協と連携して青ノリやワカメの養殖管理の改善結果を踏ま

えて、黒ノリとの兼業に取り組む。 

 

漁業コスト削減

のための取組 

 ① 漁協及び組合員は、共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾

燥機や漁船等については、更新時に省エネ機器の導入を図る。 

 ② 組合員は、漁業経営セーフティーネット構築事業に加入する。 

 ③ 組合員は、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等の実施を徹底する。 

 ④ 組合員は、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）に加入する。 

 

活用する支援措

置等 

・漁業者保証円滑化対策事業  ・浜の活力再生・成長促進交付金 

・経営体育成総合支援事業   ・漁業経営セーフティーネット構築事業 

・漁業収入安定対策事業    ・水産業競争力強化緊急事業 

 

４年目（令和８年度） 所得向上（基準年比）11.5％ 

漁業収入向上の

ための取組 

黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

 ① 漁協は、種苗生産施設での種苗の維持管理及び供給を行うとともに、組

合員と協力して共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫を実施する。また、

組合員は、海況に適した品種によって生産を行う。 

 ② 漁協及び組合員は、ノリ研と連携し、研究所等の指導を受けながら、ノ

リ芽検診、栄養塩調査を実施する。また、組合員は、海況把握システム

を活用することで、潮位や海水温等の海況の変化に即座に対応しながら

生産を行う。 

 ③ 漁協及び組合員は、研究所と連携して漁場に合わせた食害対策を行う。

また、組合員は、引き続き増産分を「みえの技＋（わざぷらす）海苔」の

審査に仕向ける。 

 ④ 漁協は、小学校からの社会見学の受入や学校給食への黒ノリ提供等を通

じた、地域の漁業や黒ノリの PRに取り組む。 

 

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

 ① 漁協及び組合員は、引き続き養殖管理の改善を図ることで柵数の増加に

取り組む。 

 ② 漁協は、ノリ研等と連携して品質管理体制を維持するとともに、問屋や

一般消費者に向けたＰＲを実施する。 

 



３．地区生産量の向上の取組 

① 漁協及び組合員は、これまでの知見に基づいて黒バラノリ共同加工施設

を効率的に運用する。また、組合員は、引き続き大型機の導入や協業化、

共同加工の導入により柵数増加を図る。

② 漁協は、協業化や共同加工による柵数増加と並行して、引き続き新規就

業者の受け入れや他地区の生産者による空き漁場の利用を図る。

４．漁業収入安定化の取組 

① 漁協及び組合員は、引き続き黒バラノリの共同加工に取り組む。

② 組合員は、引き続き青ノリやワカメの、黒ノリとの兼業に取り組む。

漁業コスト削減

のための取組 

① 漁協及び組合員は、共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾

燥機や漁船等については、更新時に省エネ機器の導入を図る。

② 組合員は、漁業経営セーフティーネット構築事業に加入する。

③ 組合員は、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等の実施を徹底する。

④ 組合員は、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）に加入する。 

活用する支援措

置等 

・漁業者保証円滑化対策事業 ・浜の活力再生・成長促進交付金

・経営体育成総合支援事業 ・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業収入安定対策事業 ・水産業競争力強化緊急事業

５年目（令和９年度） 所得向上（基準年比）14.4％ 

漁業収入向上の

ための取組 

黒ノリ養殖を主体に以下の取組を行う。 

１．黒ノリ（スサビノリ）養殖に係る取組 

① 漁協は、種苗生産施設での種苗の維持管理及び供給を行うとともに、組

合員と協力して共同での陸上採苗、育苗、冷凍入庫を実施する。また、

組合員は、海況に適した品種によって生産を行う。

② 漁協及び組合員は、ノリ研と連携し、研究所等の指導を受けながら、ノ

リ芽検診、栄養塩調査を実施する。また、組合員は、海況把握システム

を活用することで、潮位や海水温等の海況の変化に即座に対応しながら

生産を行う。 

③ 漁協及び組合員は、研究所と連携して漁場に合わせた食害対策を行う。

また、組合員は、引き続き増産分を「みえの技＋（わざぷらす）海苔」の

審査に仕向ける。

④ 漁協は、小学校からの社会見学の受入や学校給食への黒ノリ提供等を通

じた、地域の漁業や黒ノリの PRに取り組む。

２．アサクサノリ養殖に係る取組 

① 漁協及び組合員は、引き続き養殖管理の改善を図ることで柵数の増加に

取り組む。

② 漁協は、ノリ研等と連携して品質管理体制を維持するとともに、問屋や

一般消費者に向けたＰＲを実施する。

３．地区生産量の向上の取組 

① 漁協及び組合員は、これまでの知見に基づいて黒バラノリ共同加工施設



を効率的に運用する。また、組合員は、引き続き大型機の導入や協業化、

共同加工の導入により柵数増加を図る。 

② 漁協は、協業化や共同加工による柵数増加と並行して、引き続き新規就

業者の受け入れや他地区の生産者による空き漁場の利用を図る。

４．漁業収入安定化の取組 

① 漁協及び組合員は、引き続き黒バラノリの共同加工に取り組む。

② 組合員は、引き続き青ノリやワカメの、黒ノリとの兼業に取り組む。

漁業コスト削減

のための取組 

① 漁協及び組合員は、共同利用施設（種苗生産施設等）、各生産者のノリ乾

燥機や漁船等については、更新時に省エネ機器の導入を図る。

② 組合員は、漁業経営セーフティーネット構築事業に加入する。

③ 組合員は、漁船の減速航行や定期的な船底清掃等の実施を徹底する。

④ 組合員は、漁業収入安定対策事業（漁業共済、積立ぷらす）に加入する。 

活用する支援措

置等 

・漁業者保証円滑化対策事業 ・浜の活力再生・成長促進交付金

・経営体育成総合支援事業 ・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業収入安定対策事業 ・水産業競争力強化緊急事業

（５）関係機関との連携 

 これらの計画内容が十分発揮されるよう、漁協及び組合員が中心となって、下記のとおり関係機

関と連携して取組を進める。 

・桑名市、木曽岬町、県（県庁、津農林水産事務所、研究所）…技術的指導、支援措置の活用等で

の連携 

・桑名漁業協同組合連合会、三重県漁業協同組合連合会、ノリ研、桑名地区黒ノリ養殖研究会…漁

場利用調整、流通体制等での連携

４ 目標 

（１）所得目標 

漁業所得の向上 

10％以上 

基準年 平成 29 年度～令和 3年度 5中 3平均： 

漁業所得（構成員総所得額） 円 

目標年 令和 9年度： 

漁業所得（構成員総所得額） 円 

（２）上記の算出方法及びその妥当性 



（３）所得目標以外の成果目標 

黒バラノリ共同加工施設に 

おける生産量（累計） 

基準年 令和 3年度：2.7 トン 

目標年 令和 9年度：15.0 トン 

（４）上記の算出方法及びその妥当性 

５ 関連施策 

活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性 

事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性 

漁業者保証円滑化対策事

業 

本事業の活用により、板ノリ乾燥機の更新等の設備投資を積極的に行

い、生産性を向上する。 

浜の活力再生・成長促進交

付金 

本事業の活用により、共同加工施設等の整備等を行い、生産性を向上

する。 

経営体育成総合支援事業 後継者の育成に努めるとともに、新規就業者の確保により柵数増加を

図る。 

漁業経営セーフティーネ

ット構築事業 

本事業の活用により、燃油高騰による影響の緩和を図る。 

漁業収入安定対策事業 漁業共済・積立ぷらすの加入促進により、漁家経営の安定を図る。 

水産業競争力強化緊急事

業 

省エネ機器等の導入により、漁業コストの削減を図る。 

令和 3 年に稼働を開始した黒バラノリの共同加工施設は、それまで地区での実績がなかった黒

バラノリの生産に共同で取り組むことで、今後拡大が期待される黒バラノリの需要の取り込み

を図っている。また、黒ノリ養殖では、板ノリ加工設備への投資が高額となることが新規参入の

障壁となっている。そのため、より低コストで着手できる黒バラノリ加工を共同で行うことは、

板・バラなどの加工形態の多様化による地区の黒ノリの付加価値向上、需要拡大、産地の PR、

共同加工による地区のノリ養殖の生産コスト低減、新規就業者の獲得に向けた低コストな黒ノ

リ養殖への着業に関する知見の収集、新規就業者の受け皿として共同加工施設を活用するため

の知見の収集といった効果が期待される。そこで、施設整備時の目標である年間 3トンの黒バラ

ノリ生産を達成し、今後 5年間で累計 15トンの生産を目指す。
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